
 1

 
 
 
 
 

↱
が
参
加
し
て
い
な
い
点 

 

 
 

 
 

 

が
○注

ILO
第
26
号
に
反
し
て

い 
 
 
 
  

 
 

い
た
。 

 
 

 
 

 
 

そ
れ
を
改
善
し
た
審
議

会
方
式(

労
使
同
数
の
代
表
委
員
と
中
立

委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
審
議
会
で
決

定
・
答
申)

が
導
入
さ
れ
、
初
め
て
実
質

的
な
も
の
に
な
っ
た
。
以
降
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
が
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

の
「
改
定
目
安
」
を
掲
示
す
る
よ
う
に
な

っ
た
１
９
７
８
年
の
最
低
賃
金
改
定
の

目
安
制
度
で
あ
る(

中
央
最
賃
の
ほ
ぼ
目

安
ど
お
り
に
改
定)

 

。
あ
る
産
業
の
基
幹

的
労
働
者
に
つ
い
て
地
域
最
低
賃
金
よ

り
高
い
水
準
の
賃
金
が
必
要
で
あ
る
場

合
、
そ
の
労
使
の
申
し
出
に
よ
り
産
業
別

最
低
賃
金
を
設
け
る
、
１
９
８
８
年
新
産

業
別
賃
金
制
度
が
制
定
さ
れ
た
。 

最
賃
制
に
関
わ
る
論
点 

最
賃
制
に
関
わ
る
論
点
と
し
て
、
以
下

３
点
を
提
起
し
た
。 

第
一
は
、
最
低
賃
金
の
水
準
の
低
さ
で

あ
る
。
最
低
賃
金
に
お
い
て
、
労
働
者
の

生
計
費
よ
り
も
、
類
似
の
労
働
者
の
賃
金

や
事
業
の
支
払
能
力
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
極
め
て
低
く
設
定
さ
れ
て
い

る
初
任
給
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
対
策
と
し

て
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
を
実
施

し
、
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
た
。

↳
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実 践 的 な も の を 中 心 に 取 組 ん で い ま す 

   
 
 
 
 
 

 

最
近
、
当
研
究
会
の
参
加
者
が
少
な
く
、

ち
ょ
っ
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
か
な
？
と
思

い
ま
す
。
毎
月
第
3
金
曜
日
を
設
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
組
織
や
個
人
の
皆
さ
ん
の

状
況
を
聞
く
た
び
に
様
々
な
会
議
な
ど
と

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
お
り
、
日
程
の
再
考

が
必
要
か
？
と
も
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。 

 

今
回
も
（
こ
れ
か
ら
度
々
に
な
る
）
静

岡
大
学
生
に
研
究
発
表
の
「
ま
と
め
」
記

事
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
彼
は
、
ま

だ
労
働
用
語
に
慣
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り

苦
労
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
気

を
使
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

日
本
の
最
低
賃
制
度
と
は 

 

最
低
賃
金
制
度(

以
下
最
賃
制)

と
は
、

「
法
律
に
基
づ
い
て
賃
金
の
最
低
額
を

決
定
し
、
そ
れ
未
満
し
か
支
払
わ
れ
な
い

使
用
者
を
罰
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
を
資

金
面
か
ら
保
護
す
る
制
度
」
で
あ
る
と
確

認
し
日
本
の
最
賃
制
の
歴
史
を
た
ど
っ

た
。 

 

１
９
５
９
年
、
日
本
で
遅
れ
て
最
低
賃

金
法
が
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
法

は
、
業
者
間
協
定
方
式(

業
者
「
使
用
者
」

が
一
方
的
に
決
定)

で
あ
り
、
労
働
者
↳ 

↱
第
二
に
，
最
低
賃
金
は
個
別
企
業
に
、

最
低
生
活
費
は
国
家
に
責
任
が
あ
る
、
と

別
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
（
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
最
低
賃
金
と
社
会
保
障
費

は
リ
ン
ク
し
て
い
る
） 

本
来
最
低
賃
金
と
最
低
生
活
保
障
は

リ
ン
ク
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
最
低
賃

金
で
の
生
活
と
生
活
扶
助
費
で
の
生
活

に
大
差
が
な
い
が
、
な
い
の
は
問
題
で
あ

る
。
「
生
活
費
原
則
」
を
最
低
賃
金
の
盛

り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
↳ 

 

最
賃
制
の
現
状
と
問
題
点 

 
 
 

発
表
者 

中
澤 

秀
一 

 
 

（
中
央
大
学
兼
任
講
師
・
特
別
研
究
員
） 

 10月 15 日 
  (金) 

（
参
考
Ⅰ
）
各
国
の
平
均
賃
金
に
対

す
る
最
低
賃
金
比
率 

・
フ
ラ
ン
ス
66.5
％
・
イ
ギ
リ
ス
48.6
％ 

・
ア
メ
リ
カ
46.2
％ 
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↳
第
三
に
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加
に
よ
り
、
最
低

賃
金
レ
ベ
ル
以
下
で
働
く
者
が
増
大
し
て
い
る
と

い
う
現
状
が
あ
る
。 

 

こ
れ
に
は
、
指
導
監
督
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
、
と
発
表
を
終
了
し
た
。
（
文
責 

片
桐
）
↱ 

↳
（
○注
）
ILO

26
号
「
関
係
あ
る
使
用
者
及
び
労
働

者
は
、
…
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
同
一
の
員
数

に
よ
り
、
活
動
等
の
条
件
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
の

運
用
に
参
与
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
3
条
1
項
） 

 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
11
月
18
日(

木)

18:

30
～
浜
松
講
座
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
企
業
戦
略
」
講
師:

安
藤
研
一
静
大

助
教
授 

会
場:

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松 

 

◆
11
月
19
日(

金)

18:

30
～
第
14
回
定
例
研
究 

 
 

会
「
非
正
規
労
働
者
へ
の
組
織
労
働
者
の
対
応

と
取
組
」
会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会

議
室 

◆
12
月
14
日(

火)

18:

30
～
第
32
回
所
員
会
議 

 

会
場: 

静
岡
県
評 

 

◆
12
月
17
日(

金)

18:

30
～
第
15
回
定
例
研
究

会
「
未
定
」
会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２

会
議
室 

◆
12
月
18
日(

土)

13:

30
～
静
岡
講
座
Ⅰ
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
企
業
倫
理
」
講
師:

田
島
慶
吾
静

大
教
授 

会
場:

静
岡
県
産
業
経
済
会
館
３
Ｆ 

◆
１
月
21
日(

金)

18:

30
～
第
16
回
定
例
研
究

会
「
未
定
」
会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
１

会
議
室 

◆
１
月
29
日(

土)

13:

30
～
静
岡
講
座
Ⅱ
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
不
安
定
雇
用
・
貧
困
」
講
師: 

 

布
川
日
佐
史
静
大
教
授
（
所
長
）
会
場:

あ
ざ
れ

あ
・
第
２
会
議
室 

 

（
参
考
Ⅱ
）
最
低
賃
金
法 

第
1
条
「
こ
の
法
律
は
、
賃
金
の
低
廉
な
労

働
者
に
つ
い
て
、
事
業
も
し
く
は
職
業
の
種

類
又
は
地
域
に
応
じ
、
賃
金
の
最
低
額
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の
改
善
を

図
り
、
も
っ
て
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、

労
働
力
の
質
的
向
上
及
び
事
業
の
公
正
な

競
争
の
確
保
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経

済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。」 

第
5
条
1
項
「
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の

適
用
を
受
け
る
労
働
者
に
対
し
て
、
そ
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」 

第
5
条
2
項
「
最
低
賃
金
の
適
用
を
受
け

る
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
協
約

で
最
低
賃
金
に
達
し
な
い
賃
金
を
定
め
る

も
の
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
無
効
と
す

る
。」 


